
3階建住宅における木製扉の燃焼生成ガス等の
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住宅の部屋め出入口燥に防火性を有する木製扉を使用 した際に，烈，煙及び燃焼生成えfスがどのよ うに

鉱散するかについて i3陪辿て鉄鋼系プレハブ住宅火災実験」において検証した。

火災室は.点火後18分で火災伝盛期』こなったが， 熱.煙及び燃焼生成ガスの他の青1¥分への漏れはわずか

で，点火後40分までは火災室以外の部屋では.人体に )ì~怖を及 lます出)互のTイがな燃焼生成ガスの拡散は詑

められなかったo

We studied the effect of wooden door partition. it had fireproof capacity. on obstruction of smokes 

flow and frie gases at the experiment of three stories prefabricated house. 

Untill 40 minites after ignition. smokes and toxic fire gases叫 erenol detected in any rooms、

except in the fire room 

1 .はじめに

火災時に発生する燃焼生成ガスなどに起因した

中毒・ 安息死が火災による死者のほぜ40%を占め

ている現状に鑑み，当研究所においては火災現場

かうの煙を採取分析 したり，各悼の火災実験を行

なって燃焼生成ガスなどの実態について調を，研

究を進めているところである。その研究の一環 と

して財団法人日本建築センタ に設け られた i3 

附建て鉄鋼系プレハフ'住宅実験室委員会」において

中凶2年 1月12日火災実験が打われ，当研究所 も

実験に参画し|司i住宅の火災'ttlkゃ建物の部位部付

の性能などについて舵訟を行なった。

その実験において，火災室である l階居室 と玄

関ホ /レを区画している木製慌を始め，各宅の山

人口の木製院が熱気，煙， 燃腕力スの鉱散をどの

程度阻止できるか， 当該厨'の防火，防開性能なと

についての実験結果を報告する。

• FJ~一研究室
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2 実験条件

(1) 実験位物の概要

支験建物IJ:， 3階建でのiJ¥鋼系フレハブit

宅で， 図- 1 の よ う に 3 戸建の長反応ェ\~ O) L 

ωである。
す 1(主戸及ひ芳 3i王}-ij);'実験家屋で '1'七Ic

u) ;十2(王戸は温度計 iMIJの']UI定'杢とし た。 面前

はす l{主jコ及び矛3R戸のそ:iLぞれの4正面机

が175.55m'(1階56.31m'， 2階及ひ3階がそ

れぞれ59.62m')で苧 2住戸の洲liEをそ含めた

総延面ifi'/f士447.2ばてある。

この建物心主な構成百1¥材ii， 住が角ノ、 fブ，

~f: ヵ ;H 型鍋， 小尾組 l i H 笠J銅と 木村か (j十 I jJ さ

れている。また， 屋損め{土上!士，唇u良立さ月]
スレート，外壁itノfルフ混入軽位セメン ト押

し出し成形似を持いた防火椛i主で， 床!主対， 1 

(十戸の l結2階の一部と3st'iが合板で 2陪

の居室のみがALC版であった。

室内の内装材料!土， 両{主F;とも椛と天井に

石干fボ ト、 l枚又(士 2枚記ね:]1{りとし，一部

消防科学研究所報　２７号（平成２年）
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国 l実験建物の平面・立面図

の笠，天井には畿綾混入ノfーライトけし、殺カ

ルンウム板が使用された。そして蕊… lの室

内仕上表のとおりほとんどの壌の仕上にビ

ニールクロスが張られた。

(2) 可燃物

本実験のオ 1(主戸及びか 31.主戸とも

成lま6名と仮定し収納可燃物の協と持号室撃が決

定された。 i収納可燃物の紋は I平方メ トル

7
1ゴ

2J詰平温図

.7， 3 

H苫平語図

を目標として家貝や衣類

した。ちなみにうゲ l

あっては5179kg(ヰ〆均2905kg/mつであった。

なお収存可燃物の綴維の殺は淡 2のとお

、、，
a〆t
 
当

りでd)るo

表 2 住宅の収容可燃物量

階

l 

60格品 59.62 

600.0 出 .62

旭5 1.40αG 175.55 

(kg/m')コ29.5
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第 1住戸内部仕上げ表(1)

階数 室 名 部 位 下 地 仕 よ.

階 玄 関 床 合板15mm 木製フロアー15rnm
柱 P B 12mm一 PB 9 mm ピニ ルクロス
壁 P B 12mm ビニールクロス
天 井 P B 9 mm + P B 9 mm ビニールクロス

ホ ール 床 合板15mm 木製フロアー15mm
柱 P B 12mm十PB9叩 ビニールクロス
壁 P B 12mm ピニ /レクロス
天 井 P B 9 mm十PB 9 mm ビニールクロス

居 問 床 合板15mm 木製フロアー15mm
柱 P B 12mm→ P B 9 mm ビニ /レクロス
壁 P B 12mm ビニールクロス
天 井 P B 9 mm r P B 9 mm ビニールクロス

洋 室 床 合板15mm 木製フロアー15mm
柱 繊維混入パーライトケイ酸カルシウム板llmm ビニールクロス
壁 繊維混入パーライトケイ酸カルシウム板llmm ピニ ルクロス
天井 繊維混入パーライトケイ酸カルシウム板llmm ビニールクロス

食 主'"主~ 床 合板15mm 木製フロアー15叩
柱 P B 12mm十PB 9 mm ビニールクロス
壁 P B 12mm ビニールクロス
天 井 P B 9 mm十PB 9 mm ビニールクロス

iロA 所 床 合板15mm 木製フロアー15mm
柱 P B 12mm+ P B 9 mm ビニールクロス
壁 P B 12mm ビニールクロス
天 井 P B 9 mm十PB 9咽 ビニールクロス

使 所 床 合板15mm 木製フロアー15mm
柱 P B 12mm十PB 9阻 ビニールクロス
壁 P B 12mm ビニールクロス
天井 P B 9 mmトPB 9 mm ビニールクロス

階段室 階段 木製

柱 P B 12mm十PB 9 mm ビニールクロス
壁 P B 12mm ビニールクロス
天 井 P B 9 mm十PB 9 mm ビニールクロス

2 階 寝 室 床 A L C lOOmm+モルタル20mm
柱 P B12mm+ P B 9mm 
壁 P B 12mm 
天井 P B 9 mm十PB 9 mm 

和 室 床 A L C lOOmm十モルタル20mm 畳55mm
柱 P B 12mm十PB9mm
壁 P B 12mm 
天 井 P B 9 mm + P B 9 mm 

納 戸 床 合板15凹
柱 P s 12mm十PB9叩
壁 P B 12mm 
天 井 P B 9 mm + P B 9 mm 

化粧室 床 合板15mm
柱 P B 12mm + P B 9 mm 
壁 P B 12mm 
天 井 P B 9 mm十PB 9 mm 
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第 1住戸内部仕上げ表(2)

階数 室 名 部位 下 地 仕 上

2 階 浴 室 床 合板15mm
柱 P B12回 +PB9mm
壁 P B12田町
天井 PB9mm+PB9mm 

11， 一/レ 床 合板15m田 木製アロアー15mro
柱 P B 12叩 +PB9mm ビニールクロス

壁 P B 12叩 ビニールクロス

天井 PB9mm十 PB 9 m田 ビニーノレクロス

階段室 階段 木製

柱 P B 12mm + P B 9 mm ビニールク ロス

壁 P B 12mm ビニー/レク ロス

天井 PB9mm+PB9mm ビニールクロス

物 入 床 合板15mm
住 P B 12mm + P B 9 mm 
壁 P B 12mm 
天井 PB9mm+PB9醐

押 入 床 合板15mm
往 P B 12mm十 PB 9叩
壁 P B 12mm 
天井 PB9mm十 PB 9 mm 

3 階 子 供室 床 合板15mm
(1) (2) (3) 柱 P B 12mm + P B 9 mm 

壁 P B 12mm 
天井 P B 9 m皿+PB9凹

化粧室 床 合板15m皿
柱 PB12mm+PB9凹
壁 P B 12mm 
天井 P B 9 mm + P B 9 mm 

lシャワ室 床 合板15mm
柱 P B12mm+ P B 9醐
壁 P B 12mm 
天井 P B 9 mm十 PB 9阻

使 所 床 合板15mm
柱 PB12mm+PB9剛
壁 P B 12mm 
天井 PB9mm+PB9mm 

物 入 床 合板15阻
柱 P B12mm+ P B 9 mm 
壁 P B 12mm 
天井 PB9mm+PB9mm 

ホール 床 合板15mm
柱 P B 12mm + P B 9 mm 木製フロアー15mm
壁 P B 12mm ビニールク ロス

天井 P B 9 m田+PB9mm ピニールクロス

ビニーJレク ロス

階段室 階段 木製
柱 PB12mm+PB9mm ビニールクロ ス

壁 P B 12mm ビニー/レクロス

天井 PB9mm+PB9mm ビニー/レクロス
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131 開口条件 すなわ色。鞍も火焔を受ける l階の火災当!

す lliF'.:'十3休戸とも外部に面した開口

@sI!，火災室(出火室)の軍(約1.8mXl.8m}

を%のみ防l岐し他はすべて閉鎖きれた。内部

の各'.';Wfi植はすべて閉鎖を原則としたが，よ

陪への凱と煙の対流路を考え 3階使所の"を

IOcmf.!聞け、かつ。内倒し窓が開放できる よ

うにした.

である暦室とホール「品。腕(鉱"号0- ]) 

:1~町蘭が艦旬開《仮5.5醐で a 芯がロックウ ル

21聞の20分予測性能である。晶子側性能別の

崎"幹細を凶 2に示す.

(51 .";火線及び占火方法

過去の火災実験と同僚にI 占火源はエゾ松

辺村のクリプ (20X20x600回)を12本ごとに

J附1秋に5段繍みと して計60本を用いた。そ
し て品ド段の繍間にエチルアルコ ールド~J5同

"をHさせたインンュレ シヨ/ボード をw
入し二れに占火した。

141 各電の臓のl土峨

火災室の扇を始め。各階の鼠は木製である

が設置場所に応じ10分 20分， 30分。 60分の

それぞれの予州防火性能を有する臓を表 3 

の仕憾に基づいて表-4の設問場所に昌けた。

表 3 腐の予測性能と仕様

予測
表面材 (厚さ ，，1 主材(厚さ m畑}

性能

5分 化粧台制度 (2.7)岡商 信し

10分 磁燃合板 (2.7)両函 グラスウール (21)

(lOkg/oo') 

20分 難俊化経合板(5.5)耐商 ロックウール (2U

(180岡/cm'l

20分 雛開処理南洋杉，栂 ・銃密販合，最小限:21l1/li 

30分 難燃処理南洋杉，怪 ・鏡恒肢合，最小摩 21mm 

鏡板芯部に不燃材(l3mm)

60分 りいカル仮6酬下地に 軟質繊維恒(9+ 12十 91
難撚合医5.5阻両面 (33) 

60分 難燃処理ハ ドボー ド 中比車ファイパー

5酬を3枚棋周{両面) ボード (21)

褒4 扉の誼置制審所と記号

ドアの形式

ブラッシz ドア

向上

同上

ソリッドドア

ソリッドドア

ソリッドド7

第 1t主戸。玄倒

ソリッドドア

第3佳戸王闇

予測
ドアの般債也置とドア 記号(両佳戸共通)

性能

s分 2階泌室(0-12)， 2陪収納 (0-9，一13，一14)， 3陪シャワ一室(0-20)，
3陪収嗣(0-21， -22， -23. -24) 

ドア厚

(四)

33 

33 

33 

36 

36 

56 

51 

10分 2陪収納(0-101， 2階化粧宣 (0-11).3階便所 (0-18)， 3陪化笹室(0-19)

207t 1階居間(0- 1)‘ l階台所 (0-2)， 1陪洋室(0-31， I階化粧室(0-191，

2陪和室(D-61， 2階邸主 (0-7)， 3階子供*(0-15)， 3階子供室 2 (0-16) 

30分 2階納戸 (0-8)， 3階子供室3 (0-17) 

60分 I階玄間(0-5) 

(21) 
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囲2 各扉の詳細

3.測定璃自と潰IJ定方法

本実験において測定した項目は，気象，建物内

海度，点、火室の測温特性，噴出火炎性状，外部環

境，煙の濃度，圧力，ガス分析，マウスの挙動，

火災感知，家庭用スプリンクラー，構造体の変形，

各種観察記録等多種にわたって行なわれたが，木

製扉による煙，熱，燃焼ガスの鉱散阻止

最も多い調度ì~lj定，埋濃度及び力、ス分析に係る測

定に限り記述する。

(1) 温度測定について

温度測定は，出火室及び各室の1温度性:伏の

か，延焼経路の推定と界怒，

口部からの各警と隣戸へぬ影縛を

ることを民的としたo

ア測定街所

(η 各住室は床上10cm，120cm， 180cm. 240 

cm(天井議爵)，天井野緑表面，天井うら

の7点15筒所を測定した。

(イ) 各住宅の押入・物入U，床上10cm，180 

cm， 240cm，天井野繰淡笛の 4点、で計8館

所を測定した。

(吟階段室，玄関，ホール中央は，床上10

cm， 180cm， 120cm， 240cm，天井野線表

面，天井義の 6点で計7箇所を測定した。

同小屋裂は 3階天井裂の中間で3箇所

を測定その他戸境壁，外壁，開口部，軒

褒，構造部材の柱，梁の各部位について

(28) 

測定を行なった。

イ 測定方法

温度の測定は， JIS C1602に定める熱議

対0，75以上の精度をもっアルメノレタロメル

を用いて行なった。

(2) 婚濃度の測定について

建築物の内部の煙の流動を把握することは，

避難行動や救助活動を効率的に行ううえにお

いて俸めて重要な鱗項である。このため

験では，煙の舷鰭経路や各室の煙の濃度の変

化を調べ，更には出火室を始め各療の木製扉

の防煙性能を杷援するために出IJ定を行なった。

ア iWJ定箇所

，建物内各階の階段

宗と子供玄のほか出火淑の開口部 2階及

び3階のベランダ付近を測定した。

イ 測定方法

測定は， rJIS A 1306減光による

測定方法」に基づき行なった。すなわち.

投光部はタングステンランプ，受光部はシ

リコンPhoto-Diodesを用い，透過率法に

よる煙濃度計を使用し，透過光の減衰擦を

ぺンレコーダーに記録させ減光係数 (Cs)

を求めた。

1 ，ー
減光係数Cs=EiogEf

(3) ガス 分析



ガス調度の分析は 3階建住宅内の l階の

部屋が火災の略。 2階 3階の居室や続五に

燃焼生成ガスがとのように舷散するか，また。

各室に設けりれている木製院がガスの紅散を

有効に阻止することができ るかとう かを担躍

し，理の抗動と同線属{巨符の遮磁の安全効果

を確立することを目的としたむのであるa

ア 測定項目と測k箇所

燃焼作成ガ スのッ r)，CO， CO" 0，は，

す佳戸，す3住戸とも1階ホール，陪

和室.3階ホ ル.3階の2つの子供笠の

5ヶ所で濃度の霊化を判定し.HCNについ

ては分 1住'.す3住μ とも2階和室と 3

階ホ ルの2ヶ時で測定した。

イ測定 )j法

CO， C01 • 0.1こついてはす 1/1:，-':&ぴす

3住戸とも遵統的に浪度の変化を測定する

ため.測定箇所かり庭内部分は嗣バイプt

屋外部分はゴムホ スで分析計まで吸引し

分析した。このガスの分析には赤外線ガス

分析計.CO、CO，.O，分析計、俊策浪度計

を使月jしたa

また， HCNについては対'1佳戸及びす3

住戸とも測定箇所かり 1e /minの流抵で
採取し 5分間毎に100耐のO.5N-NaOH

水容液に吸収させ。機体クロマトグラ フで

濃度分析を行なった。信お 澗定筒所から

探取場所までは農円部分はステJ レスパイ

プ，屋外的分ほコムホース金使用して吸引

したa

4 訓定結果と考畢

本火史実験'".同一条件下です 1(主戸とす3能

戸の実験安行なっており.それぞれの住戸の相具

するところは.分 1住戸が鋼材である位及び弱含を

耐火被Il!材で囲う工法(直緩工法)に対して対 3

住戸"メンプレ ノ工法(間接工法)を線用した

もので。木製臓による各種の性能には影轡がなく 。

測定結集もす 1t主戸 分3佳戸の大き/;ll:.奥は認

められなかったので，本備では紙面の都合よ芳3

住戸の受験結果を割愛し珍 1f:主戸の実鹸結果を!1

速する.

川温度性状

ア 火災室(出火室}の温度性状

(29) 

出火室の温度状況は.[司 3の通りで点

火から温度が上昇し。3分で66σCに遣し

た.その後点火用のグリプの燃焼によ り約

12分まで火災が成長し，718・Cまで上昇した
が家具に着火と同時に殴必の欠乏となって

一時下火となった.但し.13分19紗で窓ガ

ラスの破慣により急激な燃焼となり .18分

頃より最盛期に入り ，25分30秒に銭高温度

1022.Cを!，録したa 火:制全盛期は約40分ま

で続き，火災嫌成期の平均温度は約920'・c
で!それ以後は減疑問と伝り消火する時の

75分には74アCであった。

;ι~ 
国3 火災重の温度性状

一 剛一一一・".何一_..，ぃ• 剛凶..

. "制

イ 食堂 台所{出火笠の隣家)の温度性状

出火.，の隣主である食室。台湾1は!出火

笠との0切りが無いため，組射烈により温

度が上昇し.20分経過した時食愛で445・ι
台所で359'・Cを記録した.30分10紗に窓ガラ
スが全面的に脱落し急激な特焼を呈し，級

盛期'.130分頃かり日分額三 で続き l 級高混

度が10田C.最盛期の平均温度は935・Cで
あった。な13，消火川の75分には8rcまで
下降していた.

ウ 1階ホールω温度性状
出火主iとホールとの問の!w(D-l)は

出火室が火災最盛期(18分以像)になって

も志激位変化は伝<33分明治ら矧変形によ

り。上部に隙聞が生じたため。ホ ルのよ

部温度がよ興している.ホ ル円の温度Il.

訴が惚え篠付る43分頃まで150・C......180"(で
あったが，扉が燃え依けた44分かりは回

-4のと おり急激に上鼻し50分頃かり松盛

期と伝り .55分で阜商温度959'・Cを記録し。
消火前の75分で880・Cであった.



，慢性扶

市火後 4 分15秒で出火互の鴎か・2揃鰭~観

湖し.その停は階段lC銀協とLてk附へ波動

~I脅 して 2 路階段主には 12分45妙。 3 階問問

宜には15分で剣途している. 3聞ので炉供、fに

煙がuli人し始めたのは35分であった.

}附ホーゅの11大の姥iftJ宣告観潤したのは

山火後 9 分で減光係数c，依 1. 1 5 ~(" 3階階段

軍の婚制限度がCsfliO. l に到した時 I:L~ 火後 16

分であった.また 3陵 (11\・'~ Iこ矧I) :j世人し

たお分のと 3の階世主の慢の織JQ.cl Csl. 2て
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l陪ホールの温度性状
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あった.

~ 待 摩 滅光係数Cs 1の偵のと 3の見通"概ね

2-4m何度

燃拙1.::1誕ガスの鉱倣性秋

CO， CO，. 0，の状況

1階ホールの混度変化

出火前で発生した熔娩~J&: Jfスのうまう

CO. CO.は出火、の鼠(0-])を;J!しl

断ホールに鉱散され船めたの Ij ，:~- 5の

と厄り35l同jh白らで.0-1のl漏が機え桜

ける40分明か32諸政令変化を小した.ち
4よみに"分でCOカ0.5%.C01が9.0%

0，が11.1%与，'，した..た.fur.:.s似uco
が53分で4，7%、CO，1);日分で22.1%.O. 

が56分で0.7%であった.

131 

ア

1 断洋者及び便所ω楓I~何状

l備の伴宅11， ，;..製邸 (0-3)の防火性

能-，会わち.然や炎による変形が少々〈燃

え被け l>;，かった二とかり前内自白糊IJlは

5iCと低かった.まよ 健所も作賞，，;J保(腕

0-4)妓雨漏I[カ:63"Cと低い温度にとど

工

rn 

¥ -Cl " 

E・"Ccl (;1 

l陪ホール町ガスil度宜化

その他の宝のi礎Jlt変化

2 階の手U~は 37分厚iかり劣化を始め。

日分でcoが50%.CO， IJ:29~活 Û，J'.l'J 8%

てあり梢火する75分ま でゆるやかな上昇

を示した.

3・" " 

ま っ 1~"

2 備栴 J"j区及びむ市"'福"Jlft4~

2階ホール"雰[，月:.c1.i属鹿lム Il¥火'1日の鼠

の~，火特使の膨"で.l刈573'・Cと比般的低

Lιi:~Hf:rであったため 2W;利市心鳳(0-6)

法び2断結唱の凶 IDー711よ燃え妓けるニ

とはなく したがって蔚J'1(の市内湖Jtr -t ;i~

~'6 で 34・C. .fl弔でむftlf:ゐか"・CとU¥く火炎

ωil!人111".iかった。

3階の行子供前(I . 2 . 3 :;可りの温度

性状

3階ォ "の雰凶'，(泊.[盆が齢的で305・c

と低いため各，..供、(v)鳳 (0-15.16.17)

{まい円Lむ格え仰ける ニL七〈。室内の限

尚泌JQもそれぞれ33・ι 19'C.34・じと低く

火炎の進人は舎か勺た，

す

カ
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火提警である 】階居間の木製Q1(O-l) 

は。火災宣が18分で鍛盛闘に令ってι容易に
燃え懐けず.点火かう38分になって。ょうや

く痢曲演庄が260・C(防火戸:FのlI!幅の持容温
度)に遣し。的40分間耐え43分に燃え佼けた.

(21 火;足電の個室である食堂。台所は.点火と

同時に楓Ilが h昇し 30分で火災般lJl闘に還

しているが.-1:製鼠(0-1及び0-2)の防火

性徒により.懲え彼iずる43分£ては他の部分

への延焼!i見つれなかった.

131 木製鳳の鳴え被けた43分以後の上院号への燃

燐は."皆階段宝に火炎が立ら料ったのみで切

しかも樋めて軽微であった。 したがって'.r.
の各可!:!;t 出入口の木製臓の災耐のみの侭4先
で‘よ階符箪への延焼は見ηれ信かった.

火災誕で発生した偲続生成ガス" 木製腕

の防火W，州効浪により '.R荷への鉱散を大会
〈迎りぜた.本銀l忌の償え仇J1匂前に陣問か

うililれて 3階ホールで【130分以後に仕ってガ

スiCUtV計上糾しているが.上向奇?刊{にはtjjの

燃え按4ずる43分までは人体に与える網開のt燃

焼生成ガスの抵触は見つれなかった.

(日 二の次験!.: . 火災ヨa..始め各ï!に ~:W.~ れ

t，本'11Jilの耐火性能に起因して 火災の巡"
が側めて緩慢であったため。~. 俺.ガスの

札~;Jlカ置妊手れた.ち令みに 作偲(.1，!ニ&lけ

つれたマウスの行動b.火災者の本側節が槍

え被ける約'0分国主でl階ホール")7ウスヵ。

行動しており 2、3踏の各宝山マウスの行

動カ川、胞と伝った時r:l)は 点火かリ55......60分
と雌〈 木~'"ω防火恒{世の幼梁が 1 分l!仰

されてt、る4とか同える l

めとま5 

3岡町ド ルIj.t~- 6'こη すとおり l

階ホール阿傑0-11扇の燃え依りにより

急激む変化を昼、し.45分でCOが0.5%、

CO，が5.6%.0，が15%を配録した.

3陪の各子供室も37H頃かる霊化を示

し。 {jlH{1、け悶ー7に示すk釘り61

分 Iこco.、0.5%.CO，が3.1%白 0.1.l:
15.3% 子供3i2で1:::55分にCO.、0.5%.
Cu，I.l'3.2%.0，が19.0%となった.が供

京の lと2のilIll!の迎いは外郎の窓によ

る影縛が多分にある bのと考えつれる。
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{番号考文献1
3隣住て鉄摘系γレハプ住宅:JU，火虫1階級紺

告... 財同法人 日->Il密造セ J ター

IJ本位築学会F.会学術講演拘値観III

3陪Ilて鉄鋼系プレハ/住宅のコ健太火災克験(そ

実峨問的及び!ll開慨要)

宮村伸一 外6名

木製ドアの防火性)

山回線外4名

{その 4

の 1

L 

2 

(3)) 

イ HCNの扶況

惚晴生成ガスゅう旬。 HCNについては湖定

箇所が2陪の和宣と 3陽子供安 lのいずれ

b木製訟で区画された柑京で"ったため

非常に低横度であった。す伝わら.2陪の

和室では般荷 1ppm(SO分......65分1.3日開子

供室 1でも厳高 3ppm (65分)であった。

なお.す3住宅の実験笛織では 2階制'{だ

"般向様度l11ppm(65分}を~ilし才 1 伎

戸の実験値より大きな涯が生じていた.
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